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市
で
は
、
平
成
１８
年
１１
月
1
日
か

ら
、
戸
籍
や
住
民
票
に
関
す
る
各
種

証
明
書
の
交
付
申
請
す
る
際
に
、
窓

口
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
の
本
人

確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
5
月
1
日
か
ら
、
戸
籍
法
及
び
住

民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

同
法
の
規
定
に
従
っ
た
方
法
に
よ
り

本
人
確
認
を
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
個
人

情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
制

度
で
す
。
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
本
人
な
ど
か
ら
の
申
請
 

確
認
方
法
 

①
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
（
顔
写
真
付
き
）
な
ど
、
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
発
行
し

た
顔
写
真
付
き
の
免
許
証
、
許
可

証
若
し
く
は
資
格
証
明
書
な
ど
の

提
示
 

②
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
医
療
費

受
給
者
証
、
国
民
年
金
手
帳
な
ど

の
提
示
 

※
①
に
つ
い
て
は
１
点
、
②
に
つ
い

て
は
2
点
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

※
「
本
人
な
ど
」
と
は
、
住
民
票
を

申
請
す
る
場
合
は
、
本
人
ま
た
は

同
一
世
帯
員
を
、
戸
籍
に
関
す
る

各
種
証
明
書
を
申
請
す
る
場
合
は
、

取
得
す
る
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
方
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系

尊
属
若
し
く
は
直
系
卑
属
に
あ
た

る
方
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
し
て
い
ま

す
。 

◆
代
理
人
（
右
記
以
外
の
人
）
か
ら

の
申
請
 

代
理
人
の
本
人
確
認
方
法
　「
本
人

な
ど
か
ら
の
申
請
」
と
同
様
の
確

認
と
な
り
ま
す
。 

そ
の
他
必
要
と
す
る
も
の
 

・
委
任
状
 

・
続
柄
、
本
籍
な
ど
の
特
別
の
記
載

を
す
る
住
民
票
を
必
要
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
代
理
人
だ
け
で

な
く
委
任
者
本
人
の
本
人
確
認
書

類
（
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
） 

※
委
任
状
は
必
ず
本
人
が
自
署
ま
た

は
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
債
権
、
債
務
に
関
わ
る
法
人
か
ら

の
申
請
 

　
法
人
が
住
民
票
の
写
し
の
請
求
を

す
る
場
合
は
、
申
請
理
由
の
正
当
性

を
証
明
す
る
た
め
の
疎
明
資
料
（
契

約
書
の
写
し
な
ど
）
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

　
な
お
、
法
人
の
請
求
の
場
合
は
申

請
書
に
法
人
の
所
在
地
、代
表
者
名
・

代
表
者
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

※
こ
れ
以
外
に
も
改
正
さ
れ
た
事
項

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
 
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐１
１
１
１
（
内
線
２１４
・
２１８
） 

              　
現
在
、
日
本
国
内
に
は
約
１５
万
人

の
不
法
残
留
者
が
滞
在
し
、
そ
の
中

に
は
凶
悪
な
犯
罪
を
犯
す
者
も
お
り
、

日
本
の
治
安
悪
化
の
一
因
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
本
で
働
い
て
お
金
を
稼

ぐ
た
め
、
不
法
入
国
や
不
法
残
留
す

る
不
法
滞
在
者
の
多
く
は
、
パ
ス
ポ

ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
見
せ
た
り
、「
パ

ス
ポ
ー
ト
は
友
人
が
持
っ
て
い
る
」

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
訳
を
使
っ

て
不
法
滞
在
の
身
分
を
隠
し
働
い
て

い
ま
す
。 

　
そ
の
背
景
に
は
、
不
法
就
労
を
斡

旋
す
る
者
や
就
労
が
認
め
ら
れ
な
い

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
の
存
在

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
外
国
人
を
雇
用

す
る
行
為
は
「
不
法
就
労
助
長
罪
」

と
い
う
罪
に
な
り
、
西
三
河
で
も
逮

捕
者
が
出
て
い
ま
す
。 

　
会
社
、
工
場
を
営
む
事
業
者
の
方

は
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
に
は
パ

ス
ポ
ー
ト
や
入
国
管
理
局
が
発
行
す

る
就
労
資
格
証
明
書
な
ど
の
実
物
で

身
分
を
確
認
し
、
不
法
滞
在
者
は
雇

う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
外
国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
入
国
管
理
局
・
刈
谷

公
共
職
業
安
定
所
、
碧
南
警
察
署
ま

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
平
成
１９
年
中
の
愛
知
県
警
察
に
よ

る
来
日
外
国
人
検
挙
・
摘
発
数
　

合
計
2
，
0
9
3
人
 

問
合
せ
先
 

・
入
国
管
理
局
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
 

　
ン
 

　
蕁
０５２‐５５９
‐2
1
5
1
 

・
刈
谷
公
共
職
業
安
定
所
 

　
蕁
２１

‐5
2
9
8
 

・
碧
南
警
察
署
 

　
蕁
４６

‐0
1
1
0
 

     

　
7
月
7
日
〜
9
日
ま
で
、
北
海
道

洞
爺
湖
地
域
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。 

　
主
要
国
の
首
脳
が
一
堂
に
会
す
る

サ
ミ
ッ
ト
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
と
っ

て
格
好
の
攻
撃
対
象
で
あ
り
、
平
成
 

１７
年
の
英
国
に
お
け
る
グ
レ
ン
イ
ー

グ
ル
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
に
は
、

開
催
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
首
都
ロ
ン
 

ド
ン
で
公
共
交
通
機
関
を
狙
っ
た
テ

ロ
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
首
脳
会

議
が
行
わ
れ
る
北
海
道
洞
爺
湖
地
域

や
そ
の
他
の
閣
僚
会
議
の
開
催
地
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お

い
て
も
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
に
対

す
る
テ
ロ
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　
愛
知
県
警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な

テ
ロ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
名

古
屋
駅
を
始
め
と
す
る
主
要
な
駅
や

中
部
国
際
空
港
な
ど
に
警
察
官
を
配

置
し
て
警
戒
を
強
化
し
て
い
ま
す
。 

　
警
察
官
が
不
審
な
人
や
物
を
発
見

す
る
た
め
、
行
き
先
や
持
ち
物
に
つ

い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

※
サ
ミ
ッ
ト
と
は
…
日
本
、
米
国
、

英
国
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
の
首

脳
、
Ｅ
Ｕ
の
委
員
長
が
参
加
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
る
会
議
で
す
。 

問
合
せ
先
 

　
碧
南
警
察
署
 

　
蕁
４６

‐0
1
1
0

戸
籍
な
ど
の
交
付
申
請
時
に 

本
人
確
認
の
方
法
が 

厳
し
く
な
り
ま
し
た 

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に 

ご
協
力
を 

テ
ロ
未
然
防
止
の
た
め 

ご
理
解
・
ご
協
力
を 

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト 

 

そ
の
他 

市
 
□
 


